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阪急バス株式会社 

NEWS RELEASE 

大阪エリア・兵庫エリアにおける 

一般乗合バス事業の旅客運賃上限変更認可申請について 

 

阪急バス株式会社（本社：大阪府豊中市、社長：井波 洋）では、本日 3 月 31 日（金）、国土交通

省に、大阪エリアおよび兵庫エリアにおける一般乗合バス事業の旅客運賃の上限変更認可申請を行

いました。 

申請理由および申請の概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．申請理由 

大阪エリアおよび兵庫エリアを運行する弊社の一般路線バスは、1997（平成 9）年 1 月 9

日に運賃改定を実施して以降、消費税率引き上げに伴う運賃改定を除き、約 26 年間運賃を

変更することなく、これまで事業を継続してまいりました。 

   この間、利用しやすい定期券制度の導入やＩＣカード乗車券およびバスロケーションシ

ステム、ノンステップバスの導入等のサービス向上施策に加え、運行委託、路線の見直し・

ダイヤの最適化等の効率化施策を実施し、安全・安心な輸送サービスの提供に努めてまいり

ました。 

   しかしながら、少子高齢化に伴う人口減少等により利用者の減少傾向が続いており、加え

て、新型コロナウイルス感染症の影響に伴うテレワークなどの新たな生活様式の定着によ

って、移動需要が減少し、収入面において極めて厳しい状況に置かれております。 

   さらには、深刻化する運転者不足に対応するための待遇改善に要するコスト増や燃料費

の高騰、また、バリアフリー車両への更新やＥＶバス等の環境対策車両の導入、安全対策や

利便向上施策に対する継続的な投資等、以前にも増してコストが増加しており、事業経営を

圧迫しております。 

運送収入がコロナ禍前に復さない状況下において、このような事業環境においても、公共

交通として今後も安全かつ安定的に事業を継続していく必要があり、そのための施策の一つ

として、この度、運賃の上限変更を申請いたしました。 

お客様が日々安心してバスをご利用いただける安全快適な輸送サービスを提供するべく、

乗合バス事業の経営健全化を進めるために、何卒ご理解・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 

２．申請の概要 

（１）申請日 

2023 年 3 月 31 日（金） 

（２）運賃改定実施予定日 

2023 年 9 月 1 日（予定）および 2024 年秋（予定）  

※段階的に運賃の改定を行う予定です。 

 

参考資料③

4497
四角形



（３）申請・現行運賃比較表 

エリア 運賃制定形態 現行 
申請上限 

運賃*1 

実施運賃*2*3 

（2023 年 9 月予定） 

兵庫 均一制 
芦屋市内の特定地域 220 円 250 円 230 円 

有野藤原台地区 210 円 250 円 210 円 

大阪 

兵庫 
特殊区間制 

１区 220 円 250 円 230 円 

２区 240 円 270 円 250 円 

３区 260 円 290 円 270 円 

４区 280 円 310 円 290 円 

大阪 

兵庫 対キロ区間制 

基準賃率 33 円 60 銭 38 円 60 銭 34 円 20 銭 

初乗運賃 160 円 190 円 170 円 

兵庫 初乗運賃(旧田園バス) 170 円 190 円 170 円 

（京都エリアの運賃については、据え置きます） 
 
*1 上限運賃：バス会社の経営に必要な総括原価に応じて算出される、バス事業者が収受してもよ

いとされる運賃の上限 

*2 実施運賃：運賃の上限認可が得られた上で、上限の範囲内で実施する運賃額。実際にお客様か

ら収受する運賃額 

*3 なお、実施運賃は１年後の 2024 年秋に更に 10 円の改定（対キロ区間制の区間においては運

行距離に応じて＋10 円以上改定）を予定しております。 

 

○主な区間の通勤定期券・通学定期券 

主要区間 
普通運賃 

通勤定期券 
（1 ヶ月） 

通学定期券 
（１ヶ月） 

 現行 
23 年 9 月 
実施予定 

 現行 
23 年 9 月 

実施予定 
 現行 

23 年 9 月 

実施予定 

千 里 中 央 ～ 阪 急 豊 中 駅  220  230 9,900 10,350 8,180 8,560 

阪 急 豊 中 駅 ～ 桃 山 台 駅  220  230 9,900 10,350 8,180 8,560 

ＪＲ吹田駅（北口）  ～ 桃 山 台 駅  240  250 10,800 11,250 8,930 9,300 

Ｊ Ｒ 茨 木 駅 ～ 阪急石橋阪大前駅  260  270 11,700 12,150 9,670 10,040 

千 里 中 央 ～ 箕面森町地区センター  420  460 18,900 20,700 15,620 17,110 

阪急逆瀬川駅 ～ 逆瀬台センター  220  230 9,900 10,350 8,180 8,560 

Ｊ Ｒ 芦 屋 ～ 芦屋浜営業所前  220  230 9,900 10,350 8,180 8,560 

西 宮 北 口 ～ 関 西 学 院 前  220  230 9,900 10,350 8,180 8,560 

阪急川西能勢口駅 ～ 清 和 台 中 央  260  270 11,700 12,150 9,670 10,040 

阪急川西能勢口駅 ～ パークタウン中央  350  380 15,750 17,100 13,020 14,140 
 
✧ 高齢者専用定期券（グランドパス 65・70）について、2023 年 9 月実施予定の改定時において

は据え置きます。 

✧ 通勤定期券、通学定期券、通学学期定期券（阪急スクールパス）については、改定した基準運

賃に基づき算定します。 

✧ IC カード「hanica」のプレミア率は、8%で据え置きます。 

✧ その他詳細な改定内容につきましては、別途お知らせいたします。 

 

（４）改定率 

   上限運賃平均値上げ率    大阪エリア 12.13％  兵庫エリア 10.71％  
※実施運賃平均値上げ率 【2023 年９月】大阪エリア 8.83％ 兵庫エリア 7.95％ 



３．輸送人員および収支状況 

※2023 年度平年度推計の収支状況は、収益および事業の経営に必要な原価を計上した推計値です。 

2023 年度平年度推計(改定後)の輸送人員および収支状況は、申請上限運賃での推計値です。 

 

４．これまでの経営改善と今後の取組 

弊社では、これまで不採算路線の再編・廃止を行い事業運営の効率化を図るとともに、

営業所の統廃合、車両の更新期間の延長、エコドライブの推進による燃料費の削減等に

努めてまいりました。 

また、コロナ禍の影響を受け、人件費の削減を実施するとともに、阪急バスグループ

全体の効率化と競争力強化を図るため、昨年 7 月にリムジンバス専業子会社と貸切バス

専業子会社の合併を行うとともに、弊社の高速バス部門を合併会社へ移管し、経営資源

の一元化を図りました。 

今後も、ウイズコロナの生活様式に応じた事業計画を適宜実施するだけでなく、業務

の効率化を推進し、経営改善に取り組んでまいります。 
 

５．安全性向上の取組 

「安全はすべてに優先する」という安全宣言のもと、日々更なる安全性の向上に努め

ております。 

具体的には、より安全な車両としてドライブレコーダーの新型機種への代替、死角を

削減するカメラ・ミラーの導入、ドライバー異常時対応システム（EDSS）の導入など、

ハード面の充実に取り組んでおります。健康診断項目に脳ドック、SAS 検査を加え健康

管理の厳正化により、健康起因による事故防止を図っております。さらには、運転士の

技能・接客執務に関する社内コンテストを実施するなど、執務レベルとモチベーション

向上に取り組んでおります。 
 

６．サービス向上・環境面の取組 

弊社の乗車券は、高齢者専用定期「グランドパス 65・70」、通学学期定期「スクール

パス」などのお得な定期券を設定するだけでなく、通勤定期券は券面表示運賃区間内で

あればどの区間でもご利用できる金額式としております。さらに土日祝日の通勤定期利

用者の同伴家族は大人 100 円・小児無料とする「環境おでかけ割」を導入しております。 

バス車両においても、ノンステップバスの導入だけでなく、環境に配慮した EV バス

を業界で先駆けて導入し、今後も拡大を図り「人と街にやさしいバス」を進めてまいり

ます。 

また、沿線のお子様がバスを「身近な乗り物」として感じていただくための自治体と

協働した「バスの乗り方教室」などモビリティマネジメントに取り組み、今後もハード・

ソフト両面の取組を推進いたします。 

 

 

以上 

大阪エリア・兵庫エリアの合計 輸送人員 収支状況 

2021 年度（実績年度） 71 百万人 △2,542 百万円 

2023 年度（平年度推計） 
改定前 82 百万人 △3,024 百万円 

改定後 79 百万人 △1,942 百万円 


